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研究成果の概要（和文）：  本研究は、緑のカーテンの効果や特性を、それを活用する者の生活行動との関連性から導
きだし、そこからより効果的な緑のカーテンの活用方法を導くことを目的とした。UR都市機構が所有する団地の空き住
戸を用いて、緑のカーテンによる屋内温熱環境改善効果測定実験及び緑のカーテンによる視覚効果の検証実験を実施し
、緑のカーテンによる屋内温熱環境改善効果及び窓辺景観改善による体感温度の低減効果が確認できた。また、緑のカ
ーテン設置者に対するアンケート調査から、緑のカーテンによって窓の開放が促されるといった生活動態の変化が現れ
ることが確認でき、実験で得られた緑のカーテンの特性が裏付けられた。

研究成果の概要（英文）：This study aim to clear the effect of "green curtain" according to living behavior
 of citizens. The experiments in the apartment building were measured the indoor thermal environment of se
veral dwelling units with different conditions of curtains include green curtain. From this result, we est
imated the effectiveness of saving electricity by green curtains. At the sensitive temperature it was clea
red that green curtain have more effectiveness than other conditions even when sliding doors and windows w
ere opened. The experiment, participants stated feeling temperature in the rooms which setting up green cu
rtain or not, was conducted at the apartment building. At the result, when sensible temperature: SET* of r
ooms are equal , the stated temperature of subjects in room which setting up green curtain was low than th
e stated temperature in no green curtain room. We could recognize that windowscape of green curtain influe
nced the psychological reaction of participants.
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１．研究開始当初の背景 
緑のカーテンは、アサガオやゴーヤなどの

蔓性の植物をネットに這わせて建物の窓・ベ

ランダ・壁面などを緑で覆うものを指し、緑

のカーテンによる日射遮蔽によって夏季に

おける建物屋内の温熱環境改善効果が期待

されていた。特に、緑のカーテンが繁茂する

盛夏期は、冷房の使用によって我が国の電気

消費量がピークとなる時期に重なることか

ら、節電対策の一つとして、またヒートアイ

ランド現象緩和策としても注目されていた。

そんな中で、2011 年 3 月 11 日に発生した

東日本大震災の影響で、2011 年の夏は東日本

地域が電力不足に陥ったこともあり、緑のカ

ーテンによる節電効果や住環境改善効果を

明らかにする本研究は、時宜を得たものであ

った。 
 
２．研究の目的 
本研究は、緑のカーテンによる屋内温熱環

境改善効果の検証を行うことを目的とした

ものであるが、その効果は窓の開閉といった

生活スタイルとの関係が深い。よって、物理

的環境改善効果・生活スタイル・使用方法・

利用者の主観的価値判断などの多面的な角

度から緑のカーテンによる生活環境改善効

果を検証する必要があった。このため、独立

行政法人都市再生機構（UR 都市機構）の所

有する集合住宅を用いた実証実験等により、

緑のカーテンによる住環境改善効果を検証

した。 
 
３．研究の方法 
研究フロー図を図 1 に示す。平成 23 年度

は、UR 都市機構が所有する千葉県柏市豊四

季台団地の無入居居室を用いて、緑のカーテ

ンとスダレそれぞれを設置した居室と、何も

設置しない居室の屋内温熱環境を、窓を閉め

切った状態で測定する実験を実施した。また、

窓を開け放った状態での屋内の温熱環境も

併せて測定し、その測定値から温熱環境指標

である作用温度（OT）を求めた。この一連の

実験は、緑のカーテンによる屋内温熱環境改

善効果を把握するとともに、窓の開放といっ

た生活動態に応じた効果を検証するための

ものである。また、実際の世帯の生活を通し

て、緑のカーテンによる節電効果を確認する

ため、浜松市役所の協力のもとに、緑のカー

テンを利用している世帯へのアンケート調

査を実施した。電力会社から各世帯に配布さ

れる電気料金票から、2010 年と 2011 年の夏

季（7 月～8 月）の電気使用量を把握すると

いう手法を用いた。加えて、平成 25 年度に

は全国の UR 賃貸住宅における緑のカーテン

実践者（6,061 名）を対象としたアンケート

調査を実施し、緑のカーテン設置による生活

動態のより詳細な把握に努めた。 

 一方、緑のカーテンの視覚効果によって、

利用者は緑のカーテンによる物理的温熱環

境改善効果よりも、さらにより低く室温を感

じ取っている可能性があった。このため、平

成 24 年度には、UR 都市機構が所有する東京

都足立区の花畑団地にて、ベランダに緑のカ

ーテンを設置した部屋と何も設置しない部

屋を設定して、測定によって求めた体感温度

指標 SET
＊
と、被験者が感じる室内の温冷感

との関係を求めるという実験を実施した（98

名の被験者を対象）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 研究フロー図 

 



４．研究成果 

緑のカーテンによる屋内温熱環境測定実

験での、窓を締め切った状態での各居室の室

温を図 2 に示す。この図から、緑のカーテン

を設置することによって室温は低く抑えら

れ、しかもその効果はスダレより大きいこと

が分かる。さらに、窓を開け放った状態でも、

緑のカーテンを設置した居室が最も屋内温

熱環境改善効果が大きいことが分かる（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜松市内でのアンケート調査からは、緑の

カーテンによる節電効果は 4.4％ が導かれ

た。併せて窓の開放の変化に関する設問では、

緑のカーテンの設置によって窓の開放が促

されたという有意な結果が得られた（図 4）。

これに関しては、UR 賃貸住宅における緑の

カーテン実践者を対象としたアンケート調

査（有効票 630 票）においても同様の傾向が

見られ、また、本調査では、より高齢な者ほ

ど、緑のカーテンの設置によってより窓を開

けるようになったという傾向も窺えた（図 5）。 

緑のカーテンの視覚効果の実験結果を図 6

に示す。被験者が申告した温冷感が±0のとこ

ろで、緑のカーテンを設置している部屋の方

が、そうでない部屋よりも体感温度指標であ

る SET
＊
がより高くなっており、緑のカーテ

ンの設置に伴う窓辺景観の向上によって、視

覚的に室温（温冷感）をより低く感じ取って

いることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 緑のカーテン設置に伴う年齢別の

窓の開放変化 

図 6 緑のカーテンの視覚効果 

図 4 緑のカーテン設置に伴う 

窓の開放変化 図 2 緑のカーテンによる屋内温熱環境

改善効果 

図 3 窓の開放時の緑のカーテンの効果 



以上の一連の研究から導かれた事項は多

いが、その中で次のものが特筆すべきものと

して挙げられる。 

（１）緑のカーテンは日射を遮蔽することに

よって屋内温熱環境を改善する効果を有

し、エアコンへの負荷の軽減によって夏季

の電気使用量の軽減につながる。 

（２）窓を開けた状態でも、緑のカーテンが

有する日射遮蔽と風を屋内に呼び込む特

性から、体感温度の軽減につながる。 

（３）上記の特性から、緑のカーテンの設置

によって窓の開放が促される。 

（４）その場合に、高齢な者ほどより窓の開

放が促される。 

（５）緑のカーテンは、単に屋内の物理的環

境改善効果のみならず、窓辺景観の向上に

伴う視覚効果によって、より室温を低く感

じさせる効果がある。 

（６）緑のカーテンの設置動機や効果は、単

に屋内温熱環境の改善にとどまらず、緑と

のふれあいや景観向上、近所とのコミュニ

ケーションの醸成などの多様な効果を有

する。 
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